
１．はじめに

コロナ禍に伴い，世界的に学生移動が制限され，各地で大きな問題が発生

した。本研究では，各国の基礎的な統計資料や先行研究を元に，コロナ禍に

おける留学生の困難さについて概観する。

コロナ期における留学生に関する諸問題は日本の教育機関でも発生した。

そのため，本研究では，日本の事例の一つとして，山口大学における留学

生，特に中国出身者について調査を行う。

２．コロナ禍における各国の留学状況

コロナ禍とそれに伴う移動の制限により，観光客など短期の人的移動は世

界的に激減した。UNWTOによると，2019年に14.7億人だった国際観光客数

は2020年に3.9億人に急減した（UNWTO 2021：Web）。他方，留学生の数

はコロナ前とコロナ禍で変動が大きくない。IIEの調査によると，2019年と

2020年の外国人学生の数を比較した場合，アメリカ合衆国は若干減少した

が，他の国々は増加傾向が続いている（表１）。
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表１　主要国における外国人学生受け入れ数（単位：人）
　 2019年 2020年

アメリカ合衆国 1,095,299 1,075,496
イギリス 524,250 551,495
カナダ 435,415 503,270
オーストラリア 420,501 463,643
日本 204,501 228,403

出典：IIE（2020） Project Atlas, Factsheet

ただし，IIEの調査方法であるが，UNESCOの調査方法と同様に，大学や

大学院の学位コースで学ぶ学生を調査対象としている。日本の文部科学省や

オーストラリア政府は語学学校で学ぶ比較的短期間在籍する外国人学生の

統計も公開しているが，IIEの統計とは数値が異なっていることを考慮する

必要もある。たとえば，日本の文部科学省の各年５月１日時点の在学留学生

調査によると，日本語学校や短期の交換留学の外国人学生の減少の影響で，

2019年は31万2214人，2020年は27万9597人であり，若干減少している（文部

科学省2021：Web）。

なお，IIEの調査も文部科学省の調査も教育機関での在学生の数を調べた

ものである。つまり，オンラインで学んでいる留学生も含まれるので，トラ

ンプ政権下でビザの取得が厳しくなったアメリカ合衆国以外は学生ビザを有

する少なからぬ外国人のオンライン学習者も想定される。

次に，相対的な留学生の割合について見ていきたい。留学生の絶対数はア

メリカ合衆国が多いが，全学生における留学生の割合はオーストラリアの方

が高い（表２）。トランプ政権下に留学生数が伸び悩んだアメリカ合衆国に

対し，隣国のカナダは留学生数が激増し，留学生の割合も高まった。これら

の留学生の割合の高い国々は私費留学生の授業料が大学経営にとって重要で

あることが多く，少なからぬ大学がコロナ禍で入国できない留学生に対して

オンライン教育を積極的に提供した。
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表２　主要国における全学生に対する留学生の割合（2020年）
　 留学生の割合

オーストラリア 31.3%
カナダ 23.7%
イギリス 22.3%
日本 6.2%
アメリカ合衆国 5.5%

出典：IIE（2020） Project Atlas, Factsheet

2020年における日本における留学生の割合はオーストラリアやカナダほど

は高くはないが，アメリカ合衆国よりは高くなっている。コロナ禍において

日本はデジタル後進国と揶揄されたが，少なからぬ高等教育機関において教

育のオンライン化が急激に進み，日本人だけでなく，海外に暮らす外国人の

学生にも教育サービスを提供するようになった。

３．コロナ禍における留学生教育に関する先行研究

コロナ禍により，留学生を取り巻く状況は大きく変化した。コロナによる

問題が顕在化するのに伴い，関連した研究も多数出版されるようになった。

Mason（2021）は，IIEやUNESCOのデータをもとにコロナ禍における留学

生教育に関する報告書を作成した。その中で，コロナ禍において資金とメン

タルの面から留学生へのサポートが必要であることを述べた。

Yıldırım他（2021）は主にコロナ禍の2020年度に出版された文献を元に質

的調査を行った。同研究は，物理的な国際移動が困難になり，オンラインで

の授業が急速に広まったが，留学先のキャンパスや都市の生活を楽しめない

ことが多数報告されていることを質的に分析した。

さらに，各国の受け入れ政策の違いが留学生の学びの環境に大きな影響を

与えている。Buckner他（2021）は文献による二次資料により，カナダとア

メリカの比較研究を行った。カナダはオンライン授業などを駆使して留学生

が学び続けられるようにしたが，アメリカは外国人の受け入れに消極的なト

ランプ政権下であったこともあり，オンライン授業の留学生にビザを出さな
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かった。

なお，コロナ禍において，対面でのアンケートやインタビューは困難であ

る。そのため，VAN DE VELDE他（2021）は，26か国110大学にて大規模

なオンラインでのアンケート調査を行った。この調査では，留学生に対して

のメンタル面でのサポートが必要であるとした。

これらの国際比較研究に加え，さらに多数の各国のケースが出版されてい

る。Martel（2021）はIIEによる組織的な体制で，864校のアメリカの大学に

対してアンケート調査を行った。2021年秋の時点では前年度より留学生が増

えているが，各大学でのコロナウイルスの検査が普及し，キャンパス内での

対面授業や対面とオンラインのハイブリッドでの授業が増えたことが大きな

要因であるとしている。

Jing（2021）はアメリカで学ぶ中国人学部生に対してZoomを使ったオ

ンライン・インタビューを2020年夏に実施した。さらに，必要に応じて

WeChatを使った追跡調査を行ったが，トランプ政権時のコロナ禍で中国ウ

イルス（China virus）など差別的な言葉をかけられたことなど，赤裸々に

記録が残されている。

他方，コロナ禍の初期のころの留学事情について，モノグラフ的な記録

も残されている。Bolumole（2020）は，大学院生で学ぶ留学生である著者

が，入国後の14日間の隔離やオンライン授業など，ボストンの大学生活につ

いて，自らの体験をもとに記録を残している。この場合は学術誌に公刊され

ているが，ブログなどを用いたオンラインの日記は多数目にすることができ

る。

Firang（2020）はカナダにおいて，ロックダウン時に複数の留学生に対し

て電話インタビューを行った。食料の貯えが十分でなく，ひもじい思いをし

たが，カナダ人と違って十分なサポートを受けられなかったことを記録して

いる。

Hari他（2021）はカナダ在住の複数の留学生にオンラインでインタビュー

を行った。コロナの影響で母国の家族からの送金が絶たれたことやオンライ
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ンツールの発展で母国の家族とコミュニケーションを取れるが時差のため時

間調整が難しいことなど個々人の経験をまとめている。

なお，留学生の絶対数が多い北米に加え，全学生に占める留学生の割合が

高いオーストラリアにおいて，コロナ禍における留学生事情に関する研究が

少なからず見られる。Ross（2020）はオーストラリアの高等教育機関が留

学生，特に中国人学生に依存していることから，新型コロナの影響をマクロ

的に危惧している。

他方，Sidhu他（2021）はミクロ的に新型コロナの影響に関して分析を行っ

ている。同研究によると，オーストラリアにとって留学生受け入れは観光と

同様に一大産業であるが，留学生の物理的な流入がなくなったため，大学が

立地する都市郊外の地域の消費が滞り，経済的にダメージを受けているとし

ている。

なお，オーストラリアに限らないが，留学生のアルバイト先は地元の人々

より極端な偏りがあることが知られている。特にサービス産業の場合，ジェ

ンダーの差がこの偏りに加わってくる。Coffey他（2020）はメルボルン在住

の女子留学生へのインタビュー調査で，ホスピタリティ産業でのアルバイト

がコロナの影響で無くなり，経済的に困窮していることを調査している。

先ほどの北米の先行研究の例でも見られたように，アジア系留学生へ対

する偏見はオーストラリアでも報告されている。Nguyen と Balakrishnan

（2020）はオーストラリアにおける留学生のアルバイト先の喪失や，アジア

系留学生に対する嫌がらせなどを問題視している。

なお，留学生の送り出し国として最大の中国における研究も見られる。

Xiong他（2020）は中国人大学生（n＝2739）に対して2020年５月にオンラ

イン・アンケートを行った。この調査によると，コロナ後は84％の学生が留

学したくないと回答した。ただし，コロナの感染者が少なかったアジア諸国

は留学先として注目が高まったとしている。

香港の嶺南大学（2021）の研究チーム（上記のメンバーと重複）が中国

の諸大学に行ったオンライン調査（n＝2036）でも同じような結果が得られ
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ており，中国人学生のコロナ後の留学希望者は全体の20.9％であった。ただ

し，この調査ではコロナ後とコロナ禍の間で留学希望者を分けており，パン

デミックであっても留学を希望する者は8.25％に下がる。なお，日本を含む

アジア諸国はコロナ禍になってから留学先として人気が高まったとしてい

る。

Qi他（2020）はアジア系，特に中国人に対するコロナ期の偏見が，中国人

学生の留学に対する意識に変化を及ぼしたとしている。特に先述の中国ウイ

ルスのように，ツイッター等のオンラインでの誹謗中傷がコロナ後の留学先

の選定に大きな影響を及ぼしていると弁給している。

４．山口大学における中国人留学生

４．１．研究対象と研究方法

先行研究で見られるように，各国の留学生のうち，中国人学生の影響が絶

対数的にも社会的にも大きくなっている。日本も例外ではなく，留学生の

うち，中国出身者が最大になっている。山口大学の場合，2019年５月に432

人（山口大学2019：24）いた留学生は2020年に388人（山口大学2020：24），

2021年に359人（山口大学2021：24）に減少した。それでも2019年５月時点

の中国出身の留学生は181人（山口大学2019：24），2020年５月時点の192人

（山口大学2020：24），2021年5月時点は194人（山口大学2021：24）と増加し

ており，山口大学における国別留学生数では最も多い。

ここで，中国人留学生のコロナ禍における大学生活について，山口大学を

事例としたオンラインによる記述式の非構造化インタビューからいくつか紹

介したい。対象は経済学研究科の修士課程の大学院生で，実施した時期は

2021年７月である。通常インタビューは対面で，なおかつ口頭で行うが，対

象の中国人留学生は全て日本語能力試験のN1（最上級）を有しており，口

述よりもむしろ記述能力が高いので文字によるインタビューを行った。なお

かつ授業自体も対面とオンラインのハイブリッドで行っており，入国できな

い留学生も少なくなかったので，メールやZoomのチャット機能を使ったオ
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ンラインで実施した。

４．２．再来日できた留学生の事例

オンライン・インタビューの対象者のうち，Ａ氏は他の留学生と比べると

コロナ禍の入国規制の影響が比較的少ない。しかし，下記のように，日本人

学生と同じようなコロナ禍の生活を日本で過ごした。

Ａ氏（帰国後渡航規制前に来日できた留学生，中国出身，女性）

コロナの恐ろしさを知ったのは2020年２月のはじめ，春休みの期間で私

は中国の実家に帰った頃でした。当時は中国から日本の入国規制がまだ

なかったので，私は学業を続けたいと思い，実家では一週間しかいな

かったのにもかかわらず，チケットの日程を変えてすぐに日本に来まし

た。当時の日本政府は強制隔離の政策がなかったですが，周りの人に迷

惑を掛けたら大変なことになるので，自分の住んでいるアパートで２週

間自主隔離をしました。その時，日本の感染者数も段々増えてきました

ので，ほぼすべてのスーパーではマスクが品切れになってしまい，万一

の場合使えるかもしれないと思い，アマゾンで4000円もかかる防毒マス

クを購入しました。幸いに，一ヵ月後，スーパーではマスクの供給が安

定的になり，中国大使館からも留学生のためのマスクなどの緊急物資を

もらったので，防毒マスクは今まで一回も使ったことがないです。

多くの中国人留学生は春休みに一時帰国して，実家で春節の長期休暇を過

ごす。ただし，Ａ氏は再来日を早めたため入国が可能になった。ちょうど日

本ではマスクの買いだめや転売が大きな問題になっていたころだったので，

日本人学生と同じような経験をしている。

さらに，Ａ氏は日本で１年半過ごすことになるが，中国ではワクチンの接

種が進み，コロナが沈静化していったのに対し，日本はワクチン接種が2021

年前半ではなかなか進まず，いつ沈静化するか不透明な状況だった。下記の
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ように中国に帰国するのも経済的な負担が大きく，再度日本に入国できる保

証も無かったので，在学中の留学生にとって日中間の移動は困難であった。

Ａ氏その２

今日までコロナがまだ収束できていなく，しかもオリンピック開催によ

り，東京の感染者数は一日3000人を超えるとは思わなかったです。来

年，また北京では冬季オリンピックが行われる予定ですが，帰国の規制

は厳しくなる一方だと考えられます。現状では実家に帰る場合，往復の

チケットは普通の４倍ぐらいで，中国側の隔離は空港近くの隔離二週間

＋実家にある都市の隔離１週間で，全部自己負担なので，全部で30万円

ぐらいかかります。もう実家から離れて一年半になりますが，この状況

だといつ実家に帰れるのでしょうか。

４．３．再来日ができなかった留学生の事例

Ｂ氏は多くの留学生と同様に春休みに帰国した。しかし，Ｂ氏は遠隔地に

実家があるので，都市部に実家があるＡ氏と比べると再来日の手続きが遅

れ，下記のように日本に入国ができなくなった。

Ｂ氏（帰国後に来日できなかった留学生，中国出身，女性）

中国人留学生の私でも，帰国した後に入国制限があるため，全然日本に

戻られない状態になった。授業はオンライン実施で本当に助かったが，

せっかく日本に留学できたのに結局中国の家でオンライン授業を受ける

のは，実に残念に思っている。コロナ禍で留学生たちは帰国したら目的

国に帰るのは難しいし，残っている人もなかなか帰国できない。フィー

ルドワークについても，多くの留学生は自分の国のことを研究したい

が，帰れないので，研究も順調に進まないようだ。
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Ｂ氏は授業はオンラインで行うことになったが，日本で日本語の論文執筆

の基礎を学んだあとで帰国し，研究テーマも実家の近くの観光研究だったた

め，ほぼ予定通り修士論文の執筆を行うことができた。修士論文の執筆後，

日本の入国が緩和されたため，結果として論文の最終試問のため来日が可能

になった。

Ｂ氏はオンラインで授業は受けられたが，下記のように在籍期間の半分を

実家で過ごすことになったので，心残りに思っている。修士課程の在学生で

私費留学生の場合，Ｂ氏のパターンが少なくない。

Ｂ氏その２

ようやく日本に戻って来たけどもうすぐ卒業する。二年間の修士生活な

のに，日本にいる時間は一年間も足りないのは本当に残念に思ってい

る。「今度日本に来るはいつになるかな」，「新型コロナが終わらないと，

もう来られないかもしれない」というような悲観的なことを考えずには

いられない。

４．４．渡日できない新入生の事例

Ｂ氏は在学生では典型的な例であったが，2020年４月あるいは９月に新入

生として来日を計画していた留学生の多くはＣ氏のように渡日できない状態

が続いている。国費留学生の場合は日本の入国規制が緩和したときに新入生

でも優先的に来日できたが，Ｃ氏は私費留学生のため，ビザの手続きや渡航

のための航空券の確保などが困難であり，なかなか渡日の機会に恵まれな

かった。

Ｃ氏（渡日できない新規留学生，中国出身，女性）

オンライン授業が多く，時間が足りない。私個人としては ，Zoomの

チャット機能を使って教授への質問がしやすくなりました。プライベー

トですし，回答するかは教授が判断するので授業を無理に中断する心配
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がないというのが便利です。他の受講者が回答してくれることもありま

す。一方で，毎日パソコンを見ている生活で目も疲れており，心身とも

辛いです。WiFiの調子が悪いと何度も接続が切れてしまうなどの問題

があります。また，従来試験を行っていた科目で成績評価の方法が確定

していないのが不安です。日本へ行くことはできないため，図書館も利

用できません，研究について，手に余る難問になりました。情報交換も

不便で，修士論文を書くことはとても辛かった。コロナ禍の影響で，先

生とクラスメイトに対面挨拶もできない，苦しい生活を過ごしました。

Ｂ氏の場合は日本での対面授業の経験があり，日本に知人もいるが，Ｃ氏

の場合は入学時からオンラインの授業が続いている。さらに，Ｃ氏は協定校

からの推薦入学であったため，受験のための来学経験が無い。日本にいる知

人も対面での付き合いはなく，オンラインの関係である。

オンラインでしか日本の大学生活を過ごしていないので，Ｃ氏は下記のよ

うにリアルなキャンパスの生活に憧れがある。しかし，2021年10月時点では

残念ながら渡日の可能性がまだない。Ｃ氏は2020年10月入学なのでまだよい

が，2020年４月入学の修士課程の留学生の場合，一度も来日できずに修了し

てしまう可能性もある。

Ｃ氏その２

学生のうちにこの経験ができたことで，将来，新型コロナウイルスのよ

うに何か不測の事態が起きたとしても，落ち着いて前向きに対応できる

気がしています。今は辛くても，その気持ちを，別の力に変えて成長で

きたらと思っています。私は２年次生になったら，勇気を出して一歩踏

み出したいと思っています。たとえばサークルに入ることですね。これ

までであれば１年次生のうちに学生団体やサークルに入る人が多かった

ようですが，去年は学校に通学できないこともあったので，２年次生に

なったら一歩踏み出して，これまで以上に大学生活を楽しみたいですね。
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４．５．�帰国ができない状態が続いて修士論文のテーマを変更した留学生の

事例

Ａ氏やＢ氏と異なり，2020年の春休みに帰国しなかった留学生も若干い

る。Ｄ氏は2019年秋の入学だったため，2020年の春休みの時点では比較的在

学後の日数が短く，中国へ帰国しなかった。中国に一時帰国したＤ氏の友人

の中には日本へ再入国するのに必要なビザが切れてしまったものもいる。

Ｄ氏（来日後に帰国できない状態が続いている留学生，中国出身，女性）

2019年に入学後，2020年すぐにコロナになった。コロナ後はビザ失効の

危険性があるので，一時帰国することもできない。一時帰国した友達は

その後ビザが失効したため，ずっと中国で滞在している。ビザの再申

請・再審査の条件も何度も変更した。2020年初め，外国人が来日できな

くなった。防疫対策が不十分のため，コロナが迅速に全日本に蔓延し

た。

留学生にとってビザは大きな問題であるが，移動のために必要な経費も重

要である。下記のようにＤ氏は修士論文執筆のため，中国にてフィールド

ワークを計画していたが，帰国が困難になったため，修士論文の計画を変更

した。筆者のゼミではＤ氏のように中国の観光について修士論文を執筆する

留学生が多いが，実際の観光地でのアンケート調査ができなくなったため，

アンケートをオンラインで実施したり，テーマ自体を変更した留学生も少な

くない。

Ｄ氏その２

防疫のため，国際空港は東京，大阪しか開放しなくなった。来日の外国

人はPCR検査陰性の報告書を持ち，日本入境後，指定隔離処で２週間隔

離する必要がある。他国についてみると，中国では北方の「21＋７」隔

離方法では，入境後３週間ホテルで隔離後，１週間在宅隔離が必要であ
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る。南方の「14＋14」隔離方法では，入境後２週間ホテルで隔離後，２

週間在宅隔離が必要である。筆者の研究は日中比較の為，ビザ失効の可

能性や隔離時間が長い事の為，帰国しての現地調査が実施できなかった。

４．６．�帰国ができない状態が続いてコロナ禍の日本の生活で苦しんだ留学

生の事例

日本人学生でもコロナ禍の大学生活にうまく適応できなかった学生もいる

が，留学生の中にも生活に苦しんだ者もいる。近年は経済的に豊かな中国人

学生も増えてきたが，すべての学生がそうとも限らない。オンライン授業化

による通信料の高騰やスマホの通信容量が超えてしまう日本人学生が続出し

たように，通信費や交通費は留学生の生活に重くのしかかるようになった。

Ｅ氏（来日後に帰国できなかった留学生，中国出身，男性）

留学生として一番辛いことは，授業はオンライン授業になっても，帰国

ができないことだと思う。日本での日常生活の支出は中国よりもはる

かに高い。例えば，通信料は，AUやSOFTBANKの１ヶ月分は6000〜

8000円かかり，もし携帯のローンも含めると10000円にもなる。そして

データも少ない。中国なら，１ヶ月500円で十分で，そしてデータ制限

もない。食べ物も，日本に来た前に，一食800円はかなり贅沢だと思っ

た。中国では普通には300円で十分足りる。コロナ禍において，帰国す

ることも贅沢なことになった，中国への飛行機代は５万円から17万円ぐ

らいになった。さらに，帰国前に４万２千円の身体検査を受けないと帰

国できない。そして帰国後は，２週間強制的にホテルで隔離される。こ

の間には，安いホテルに泊まっても10万円かかる。この後は一週間の自

主隔離があり，全部で３週間の隔離と６回の検査が必要だ。なお，中国

の検査は無料である。

Ｅ氏の場合，コロナ禍での研究調査がうまくいかず，うつ病になってし
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まった。Ｅ氏を含め，学位論文執筆のため帰国願いを大学に提出したが却下

された者も少なくない。Ｅ氏はうつ病になってからようやく帰国できたが，

本人の疾病や家族の介護のためようやく帰国願いが認められた留学生も少な

からずいる。コロナ前から日本の生活に慣れていない交換留学生向けに日本

人のチューターがついていたが，日本の生活に比較的慣れている学位留学の

留学生に対しても，コロナ禍の非常事態ではもっと手厚いサポートが必要で

ある。

Ｅ氏その２

フィールドワークも，昔は１時間で回収できたアンケート調査が，今で

は１日かかる。自分は去年うつ病になり，病院へ行ったときに同じうつ

病の留学生にも会った。知り合いの中にも３人がうつ病になった。一人

で外国で生活することは実は辛くないが，コロナのため外に出られな

く，独居することが多くなった。心理的な変化も出た。こういうときこ

そ，学校からのサポートが必要だと思う。⼀般的に，留学生は自分の日

本語能力に自信を持ってない場合に先生と相談したくでも，相談しに行

けない。院生にも交換留学生のチューターみたいなサポーターが必要か

もしれない。

４．７．考察

今回の調査対象は日本語能力試験のN1を有する修士課程の留学生であっ

たが，それでも様々な問題を抱えている。この中で，おそらく問題の程度が

一番低いのは無事に日本に入国できたＡ氏であろう。補足であるが，Ａ氏は

学部時代に山口大学への交換留学の経験があり，他の留学生よりも山口の生

活には慣れている。それでもコロナ禍では日本人学生と同様の悩みを抱え，

なおかつ渡航規制のため１年半実家に帰れないため，ストレスになってい

る。

次に，帰国中の在学生で日本での在留資格のあるＢ氏は結果として来日で
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きたが，それでも在日期間が半分以下になってしまった。Ｃ氏は入国規制の

緩和の優先順位が低い新規の私費留学生だったため，再来日の留学生や優先

順位の高い国費留学生と異なり，いまだに渡日できていない。入国規制が続

けば，修士課程の私費留学生は来日できないまま日本の大学院を修了してし

まう可能性もある。日本に留学をするため海外でN1を身につけるのは並大

抵のことではなく，かなりの努力を要するので，このまま日本でのキャンパ

ス・ライフを経験できないことは大きな心残りになるだろう。

Ｄ氏は2019年秋入学で在籍後の日数も短かったこともあり，2020年の春休

みは中国に帰国しなかった。日本にいたため授業は日本人学生とほぼ同じ条

件で受講することはできたが，修士論文執筆のために中国でフィールドワー

クを行うことができなくなり，研究テーマを変更したので，論文執筆の観点

から見ると満足できる結果ではない。

Ｅ氏も中国での現地調査ができずに論文執筆が進まず，精神を病んでし

まった。コロナ前では手続きを行えばだれでも許可が出た帰国願いもコロナ

禍の時期では厳格になり，大学は研究機関であるのにも関わらず，研究目的

の出国は不可になってしまった。Ｅ氏はうつ病になってから療養のため帰国

できたが，帰国できないストレスで本人や家族が病んでしまい，問題が深刻

化してからようやく帰国願いが認められるケースが続出している。なお，例

え帰国できたとしても，帰国中にビザや在留資格が切れてしまう可能性があ

り，その場合は新規の留学生と同じような手続きが必要になるため，再来日

できる保証はない。Ｅ氏は2021年10月時点では在学中であるが，コロナ禍が

原因で退学した留学生も少なくない。今回のケースではＥ氏が最も重い状況

であるが，N1を持っていない研究生や，英語コースの学生で，日本語がほ

とんどわからない留学生などでは，さらに深刻な状況もまた想定される。

５．おわりに

本研究では基礎的な統計資料や先行研究を元に，コロナ禍における留学生

の困難さについて概観してきた。特に，新型コロナウイルスが中国で発見さ
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れたこともあり，中国人留学生に対しては偏見や嫌がらせも見られる。

次に，本研究では，山口大学における留学生のうち，中国出身者に焦点を

絞り，記述式インタビュー調査を行った。日本に再入国できた者やなかなか

入国ができない新入生，母国へ帰国できない者など，コロナ禍ではそれぞれ

が問題を抱えている。

なお，本研究の調査対象はN1を持っている大学院生であったため，日本

語の能力の低い留学生について網羅していない。単純に考えれば，日本語の

能力の低い留学生の方が日本での生活により多くの困難を抱えていると想定

される。今回は日本で学ぶ研究生や英語コースの留学生について把握できて

いないので，今後の課題としたい。
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